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そ～っと赤ちゃん抱っこ
　綾部中学校は９月25～27日、３年生の家庭科授業として「乳
幼児とのふれあい体験学習」を実施しました。生徒は、乳幼
児を抱っこしたり絵本を読み聞かせたりしながら、子育ての
大変さと素晴らしさを学びました。
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の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
同
比
67
・
９
㌫

（
９
億
４
５
１
９
万
円
）
の
大
幅
な
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
国
の
財
源
を
活
用
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
市
民
、
事
業
者
を
支
援
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
防
止
に
も
取
り
組
み
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

新
し
い
社
会
や
生
活
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

市
債（
借
金
）残
高
が
４
年
ぶ
り
増
加

　市
債
（
借
金
）
残
高
は
、
前
年
度
か

ら
２
６
０
９
万
円
増
の
１
４
１
億
３
０

８
３
万
円
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
に
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
（
貯
金
）
残

高
は
、
６
億
８
８
０
万
円
増
え
、
62
億

５
３
７
４
万
円
で
、５
年
連
続
で
増
加
。

行
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
な
ど
で
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
５
年
連

続
で
回
避
し
ま
し
た
。

　財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は
、
２
・
９
㌽
上
昇
し
、
90
・
４
㌫

で
し
た
。
ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
判

断
す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す
る

と
危
険
」
な
基
準
を
下
回
り
、
全
て
安

全
圏
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
同
基
準

25
㌫
に
対
し
10
・
４
㌫
。
将
来
負
担
比

率
も
、
同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し
97
・

９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
も
黒
字
決
算

　特
別
会
計
７
会
計
の
総
額
は
、
歳
入

90
億
３
１
９
７
万
円
、
歳
出
88
億
３
７

１
万
円
＝
左
表
。
実
質
収
支
は
２
億
２

８
２
５
万
円
で
、
全
て
黒
字
ま
た
は
収

支
均
衡
で
し
た
。

　公
営
企
業
会
計
の
う
ち
上
水
道
事
業

会
計
が
40
年
連
続
で
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
事
業
会
計
は
令
和
元
年
度

の
公
営
企
業
会
計
移
行
か
ら
４
年
連
続

の
赤
字
。
病
院
事
業
会
計
も
３
年
連
続

で
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

過
疎
対
策
事
業
債
を
初
活
用

　一
般
会
計
の
歳
入
は
、
１
９
１
億
９

２
４
４
万
円
で
、
前
年
度
比
２
・
８
㌫

増
加
。
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
は
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
が

伸
び
、
46
億
８
５
２
７
万
円
で
、
同
比

５
・
３
㌫
（
２
億
３
４
６
１
万
円
）
増

加
し
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
市
全
域
が

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
交

付
税
措
置
率
が
有
利
な
過
疎
対
策
事
業

債
を
初
め
て
発
行
。
道
路
整
備
事
業
や

あ
や
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
に
活
用
し
市

債
は
同
比
32
・
０
㌫
（
３
億
２
２
５
０

万
円
）
増
え
ま
し
た
。

施
設
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
推
進

　歳
出
は
、
１
９
１
億
２
１
７
３
万
円

で
、
前
年
度
比
３
・
０
㌫
増
加
。
普
通

建
設
事
業
費
は
、
里
山
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
や
、
複
合
施
設
（
あ
や
テ
ラ
ス
）

令和４年度決算

過
去
３
番
目
の
決
算
規
模

施
設
整
備
を
積
極
的
に
推
進

市
の
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
10
日
、
市
議
会
で
認
定
。
51
年
連
続
で
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
影
響
を
受
け
る
１
年

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
し
た
。

～財政用語の解説～
経常収支比率
　一般財源（市の裁量で使える財源）に占める福祉施策
経費や人件費など義務的な経費の割合。率が高いほど、
自由に使える資金が少ないことになります。

実質公債費比率
　市債（借金）の額が適正かどうかを判断する数値。一
般財源に占める借金返済額の割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならない可能性のある、
実質的な借金残高などを指標化したもの。一般会計に加
え、各特別会計や第３セクターも含めた借金などを基に
算出します。

１／里山交流研修センターをリニューアル　２／ＪＲ綾部駅
北側に建設中の複合施設　３／吉美こども園の園舎改築を支
援　４／総合運動公園体育館照明を全面ＬＥＤに更新　５／
市道宮代豊里線の道路と踏切を拡幅

義務的経費 44.1％

自主財源 30.8％
依存財源 69.2％

会計別決算収支の状況

一　般　会　計

区　　分 歳出総額歳入総額

区　　分 事業費用事業収益

191億9,244万円

3,287万円

314万円

34億8,648万円

48億428万円

6億5,043万円

1,624万円

3,853万円

10億2,039万円

16億194万円

66億1,385万円

191億2,173万円

3,287万円

180万円

34億8,588万円

45億9,117万円

6億3,722万円

1,624万円

3,853万円

10億1,180万円

17億3,480万円

66億4,677万円

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

駐 車 場

住宅・工業団地事業

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

特
　別
　会
　計

公
営
企
業
会
計

市税
24.4％

歳 入
191億9244万円

府支出金
9.4％

国庫支出金
19.2％

地方交付税
27.5％

市債
6.9％

その他 6.2％

その他 6.4％

人件費
18.7％

扶助費
18.3％

公債費
7.1％物件費

16.3％

補助費等
11.4％

積立金
4.3％

普通建設事業費
12.2％

その他 3.2％

繰出金
8.5％

歳 出
191億2173万円
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と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
）」
で
、
行
政
機
関
や
事
業
者
に

対
し
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
（※

）

を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
て
い

ま
す
。

　そ
し
て
令
和
３
年
、
そ
れ
ま
で
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
た
、
事
業
者
に
よ
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
を
義
務
付
け
る
改

正
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

改
正
法
が
令
和
６
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
す
。

合
理
的
配
慮
に
建
設
的
対
話
が
不
可
欠

　

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
は
、
障
害
の

あ
る
人
と
事
業
者
、
双
方
が
対
話
を
重

ね
共
に
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
障
害
の
あ
る
人
は
、
自
身
が
ど

ん
な
こ
と
で
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る

か
、
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
を
説
明
し
、

こ
れ
に
対
し
て
事
業
者
側
は
で
き
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。
申
し
出
の
あ
っ
た

方
法
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、

お
互
い
の
情
報
や
意
見
を
伝
え
合
い
建

設
的
な
対
話
に
努
め
る
こ
と
で
、
代
わ

り
の
手
段
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
配
慮

　

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
利
用
し
に

く
い
施
設
や
制
度
、
障
害
の
あ
る
人
へ

の
偏
見
な
ど
を
社
会
的
障
壁
と
い
い
ま

す
。
合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
の
あ
る

人
か
ら
、
こ
う
し
た
社
会
的
障
壁
を
取

り
除
い
て
ほ
し
い
と
い
う
意
思
表
明
が

あ
っ
た
と
き
に
、
事
業
者
が
負
担
が
重

過
ぎ
な
い
範
囲
で
行
う
工
夫
や
対
応
の

こ
と
で
す
。
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
（
障
害
を
理
由

　
合
理
的
配
慮
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ

り
、
来
年
４
月
か
ら
は
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
店
舗
な
ど
の
事
業
者
に
も
障
害
の
あ

る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

合理的配慮
　　　の具体例 ・飲食店などで車椅子のまま着席した

　い人に、備え付けの椅子を片付け､
　車椅子で座れる空間をつくる

・段差がある場合は簡易
　スロープを使う

物理的環境への配慮

・多人数の中にいることが苦手な人に
　別室を準備する

・セルフサービスの店舗で、配膳など
　できないところを補う

ルール・慣行の柔軟な変更

※不当な差別的取り扱いとは…
　正当な理由なく障害を理由にサービス等の提供を拒
　否する、または、サービス等の提供に当たって付き
　添いの同行を求めるといった条件を付けるなど

行政機関

禁止

義務

障害者差別解消法

不当な差別的取り扱い

合理的配慮の提供

改正後

事業者

禁止

努力義務→義務

知
っ
て
始
め
よ
う

合
理
的
配
慮

合理的配慮は、障害の特性に応じて、
次のようなことが考えられます。

・筆談、読み上げ、手話、拡大文字、
　絵や図で伝えるなどのコミュニケー
　ション手段を用いる

　市から委嘱される障害者相談員として、主に小・中
学校に出向き、児童や生徒に見えない世界を体感して
もらったり、日常生活上の工夫などを紹介したりして
います。視覚障害といっても、私のように「見えない」
人ばかりではありません。「見えにくい」「視野が狭い」
など、人によって見え方の困難はさまざまです。私が
助かるのは、送られてくる封筒への点字表記です。ほ
かの郵便物と区別がつくので、自分で書類を分類して
整理することができるようになります。
　障害があることで感じる生活上の不便さや社会での
困りごとがあります。そうしたことを軽減するために、
合理的配慮が必要なのではないでしょうか。

意思疎通への配慮

INTERVIEW封筒への点字
表記が助かります

山下 久樹さん（鍛治屋町）
視覚障害（全盲）

ありがとう
ございます

　合理的配慮の提供による、個々の場面ご
との対応のほかに、対応に必要な研修をあ
らかじめ実施しておく、施設のバリアフリー
化をしておくなど、気兼ねなく利用できる
環境の整備に事前に取り組むことも大切で
す。
　障害者支援課では、職員が事業者の皆さ
んのところへ出向いて、社会的障壁への気
付きや合理的配慮等について話す出前講座
を行っています。合理的配慮は、障害のあ
る人もいる〝私たち〟の社会にとって、私
たちの困りごとを軽減し暮らしやすい社会

にしていくための
大切な取り組みで
す。気軽にご利用
ください。

出前講座をご利用ください

障害者支援課
　　中田 達也

車椅子２席分のスペースを新設した市議会本会議場の傍聴席。
傍聴席へ向かう通路にはスロープを設置しています
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と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
）」
で
、
行
政
機
関
や
事
業
者
に

対
し
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
（※

）

を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
て
い

ま
す
。
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さ
れ
て
い
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事
業
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合
理
的
配
慮
の
提
供
を
義
務
付
け
る
改

正
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

改
正
法
が
令
和
６
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
す
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理
的
配
慮
に
建
設
的
対
話
が
不
可
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双
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　今
夏
は
地
球
全
体
が
沸
騰
せ
ん
ば
か

り
の
猛
暑
で
、
思
わ
ず
全
身
に
水
を
か

ぶ
り
た
く
も
な
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は

稀
代
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
、
ブ
ル
ー

ス・リ
ー
の
好
ん
だ
表
現
。
元
々
は「
上

善
如
水
」（
最
高
の
善
は
水
の
如
し
）

と
い
う
『
老
子
』
の
一
節
の
よ
う
で
、

リ
ー
が
愛
読
し
た
と
い
う
宮
本
武
蔵
の

『
五
輪
書
』
と
も
相
通
じ
る
。
香
港
の

民
主
化
デ
モ
に
お
い
て
も
自
由
を
求
め

る
若
者
た
ち
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
ス

ロ
ー
ガ
ン
化
し
て
い
っ
た
。

　水
は
コ
ッ
プ
に
注
げ
ば
コ
ッ
プ
の
形

に
な
り
、
ボ
ト
ル
に
注
げ
ば
ボ
ト
ル
の

形
に
な
る
。
自
在
に
動
き
な
が
ら
、
時

に
破
壊
的
な
力
を
持
つ
。
一
滴
か
ら
い

ず
れ
は
海
に
な
る
し
、
気
体
に
も
固
体

に
も
姿
を
変
え
る
。
無
色
な
の
に
青
く

深
淵
に
映
る
こ
と
も
あ
る
。
転
じ
て
、

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
「
臨
機
応
変
、
変
幻
自
在
に
生

き
よ
」
と
諭
し
て
い
る
。

　い
つ
の
世
に
お
い
て
も
時
々
の
課
題

は
あ
る
が
、
近
年
発
生
す
る
事
象
に
は

「
前
代
未
聞
」
と
か
「
未
曾
有
」「
想
定

外
」
と
い
っ
た
修
飾
語
の
付
く
こ
と
が

何
と
多
い
こ
と
か
。
自
然
災
害
や
感
染

症
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
等
の
ほ
か
、
急
激

な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て

地
方
の
過
疎
化
な
ど
未
だ
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
深
刻
な
社
会
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ

る
環
境
問
題
も
待
っ
た
な
し
だ
。
そ
ん

な
不
確
実
性
・
複
雑
性
を
極
め
る
時
代

に
お
い
て
、
我
々
は
ど
ん
な
心
構
え
が

求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
上
段
に

構
え
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
の
言
葉
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

　考
え
方
は
シ
ン
プ
ル
に
。
争
い
事
に

は
公
平
、
寛
大
に
。
政
治
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
せ
ず
、
仕
事
は
喜
び
と

な
る
こ
と
を
す
る
。
何
よ
り
も
今
を
精

一
杯
に
生
き
る
。
他
人
と
競
う
こ
と
な

く
生
き
て
い
く
こ
と
。
型
を
捨
て
、
形

を
な
く
せ
。
そ
し
て
心
を
空
（
く
う
）

に
せ
よ
。
考
え
る
な
、
感
じ
よ
。

Be w
ater, m

y friend!―

友
よ
、
水

に
な
れ
！

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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年間延べ４万２千人が来館！
雑誌の貸出は

年間約5,500回！
スポンサー
募集中！雑 誌

雑誌スポンサー制度とは？

①【図書館が作成】

②④【スポンサーが作成】
　・広告枠内はスポンサーに作成してもらいます
　・広告枠の大きさは選択した雑誌のサイズにより異なります（最大A4サイズ）

③【図書館が作成】
　・背景色は図書館で決定（毎月異なる場合もあります）

＜問い合わせ＞ 図書館　〒623-0011　綾部市青野町西馬場下35番地の１
☎（42）6980  F（42）4570　メール shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jp

　雑誌の年間購入代金を負担していただくこ
とで、その雑誌の最新号・バックナンバー、
書架の計４カ所に企業名や広告を掲載し、図
書館利用者にＰＲができる制度です。

　あやテラス内の子育て交流センターの愛称は、誰でも気軽に遊びに行ける、子育て
世代が集える「ひろば」になるようにという願いを込め「あやっこひろば」としました。
11月24日に市民を対象とした内覧会を、25日には楽しい催しが盛りだくさんの「あ
やテラス」オープニングイベントを予定しています。

①
雑誌カバー
表面

この雑誌は、
ほんでほんで株式会社

様から提供されています

②
雑誌カバー
裏面 ③雑誌見返しページ

④
雑誌書架

イメージ

○年度スポンサー：○○○○株式会社様提供

スポンサー名により異なります

12㎜

５㎝

雑誌の幅により異なります

この雑誌は、

○○○○株式会社
様から提供されています

広告掲示
イメージ

あやテラス・子育て交流センター

愛称は「あやっこひろば」

内覧会
11月24日(金)

午前10時～午後3時

オープニング
イベント

あやっこひろば（子育て交流センター）
 ・乳幼児向け遊具の体験

図書館
 ・人形劇、０～２歳児向けおはなし会、折り
　 紙屋さん、雑誌の付録抽選会など！

ホール（地域交流センター）
 ・市内４つの地域子育て支援センターが実施す
　 る「ほっとランド」子育て応援フリーマーケ
　 ット、ステージイベント、店舗出店など

 屋外には、キッチンカーや大型遊具が登場！

11月25日(土)
午前10時～午後6時

募集対象
・企業や個人事業主、団体など

広告期間
・スポンサーとして決定した翌月から掲示開始
　※今年度は最短で11月
・各年度４月１日～３月31日までの１年間
・年度途中の応募はその年度の３月31日まで

申し込み
・郵送か持参で▽綾部市図書館雑誌スポンサー
　申込書▽申込書に添付する書類▽広告原稿､
　会社概要等（業種が分かるもの）―を市図書
　館へ

対象雑誌
・図書館が作成した雑誌リスト（50タイトル）か
　ら選んでください。リストは図書館窓口のほ
　か、図書館ホームページからも閲覧可能。リ
　ストにない雑誌を希望する場合はご相談くだ
　さい
・何誌でも申し込みできます
・先着順。既にスポンサーがついている雑誌は
　選べません
・増刊号は対象外です

スポンサー経費
・対象雑誌の年間購入代金、広告作成に係るす
　べての費用

ほんでほんで株式会社

安心の実績!
○○-●○○○

お話会などの
各種イベントは
お任せください!

たのしい
人形劇♪
はじまるよ!
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夏
は
地
球
全
体
が
沸
騰
せ
ん
ば
か

り
の
猛
暑
で
、
思
わ
ず
全
身
に
水
を
か

ぶ
り
た
く
も
な
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は

稀
代
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
、
ブ
ル
ー

ス・リ
ー
の
好
ん
だ
表
現
。
元
々
は「
上

善
如
水
」（
最
高
の
善
は
水
の
如
し
）

と
い
う
『
老
子
』
の
一
節
の
よ
う
で
、

リ
ー
が
愛
読
し
た
と
い
う
宮
本
武
蔵
の

『
五
輪
書
』
と
も
相
通
じ
る
。
香
港
の

民
主
化
デ
モ
に
お
い
て
も
自
由
を
求
め

る
若
者
た
ち
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
ス

ロ
ー
ガ
ン
化
し
て
い
っ
た
。

　水
は
コ
ッ
プ
に
注
げ
ば
コ
ッ
プ
の
形

に
な
り
、
ボ
ト
ル
に
注
げ
ば
ボ
ト
ル
の

形
に
な
る
。
自
在
に
動
き
な
が
ら
、
時

に
破
壊
的
な
力
を
持
つ
。
一
滴
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ら
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ず
れ
は
海
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な
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し
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固
体
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。
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青
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深
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転
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縛
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れ
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臨
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変
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変
幻
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在
に
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き
よ
」
と
諭
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て
い
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。
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つ
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時
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あ
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が
、
近
年
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生
す
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に
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「
前
代
未
聞
」
と
か
「
未
曾
有
」「
想
定

外
」
と
い
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修
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語
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付
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こ
と
が

何
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い
こ
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か
。
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や
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の
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か
、
急
激

な
人
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少
と
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て

地
方
の
過
疎
化
な
ど
未
だ
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
深
刻
な
社
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問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
地
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化
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構
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つ
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な
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が
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ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
の
言
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に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
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。
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シ
ン
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。
争
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平
、
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に
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コ
ン
ト
ロ

ー
ル
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ず
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な
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と
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何
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る
。
他
人
と
競
う
こ
と
な

く
生
き
て
い
く
こ
と
。
型
を
捨
て
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。
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く
う
）

に
せ
よ
。
考
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感
じ
よ
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Be w
ater, m

y friend!―

友
よ
、
水

に
な
れ
！

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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年間延べ４万２千人が来館！
雑誌の貸出は

年間約5,500回！
スポンサー
募集中！雑 誌

雑誌スポンサー制度とは？

①【図書館が作成】

②④【スポンサーが作成】
　・広告枠内はスポンサーに作成してもらいます
　・広告枠の大きさは選択した雑誌のサイズにより異なります（最大A4サイズ）

③【図書館が作成】
　・背景色は図書館で決定（毎月異なる場合もあります）

＜問い合わせ＞ 図書館　〒623-0011　綾部市青野町西馬場下35番地の１
☎（42）6980  F（42）4570　メール shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jp
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書架の計４カ所に企業名や広告を掲載し、図
書館利用者にＰＲができる制度です。
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世代が集える「ひろば」になるようにという願いを込め「あやっこひろば」としました。
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①
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表面
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裏面 ③雑誌見返しページ
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○年度スポンサー：○○○○株式会社様提供

スポンサー名により異なります

12㎜

５㎝
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様から提供されています
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・増刊号は対象外です

スポンサー経費
・対象雑誌の年間購入代金、広告作成に係るす
　べての費用

ほんでほんで株式会社

安心の実績!
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お話会などの
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　市は９月23日、北部産業創造センター（青
野町）で「サイエンス・ラボwith黒谷和紙」を
開催しました。第一部は、人気ユーチューバー
市岡元気さんのサイエンスライブを実施。参加
した親子100人が、目の前で繰り広げられる科
学実験で大いに盛り上がりました。第二部で
は、黒谷和紙の紙すき体験と自分がすいた紙を
飾ることができるプログラミングを使った電子
あんどん作成に32人が参加。上林小学校５年
生の生野葵君
は「以前に体
験した紙すき
が楽しかった
ので今日も参
加した。今か
ら卒業証書の
和紙を自分で
すくのが楽し
み」と笑顔で
話しました。

伝統工芸と科学が融合

　あやべ産業まつり（同まつり実
行委主催）が10月１日、あやべ特
産館前広場（青野町）とあやべ・
日東精工アリーナ（市民センター、
西町三丁目）の２会場で開催。地
元農産物や農産加工品、地元事業
所の製品販売等のほか、リサイク
ル・リユースマーケット、綾部工
業団地や消費生活にまつわるＰＲ
など、多くの出展でにぎわいまし
た。万願寺とうがらし詰め放題競
争に参加した中筋小学校４年生の
藤田彩加さんは「１番になってびっ
くり。難しかったけど上手に詰め
ることができてうれしかった」と
笑顔でした。

秋の名物イベント多彩に

　秋の全国交通安全運動に合わせ、あやべ地域
交流大使のシャンプーハットてつじさんが９月
27日、綾部警察署の一日署長を務めました。
てつじさんは、中筋小学校での交通安全教室の
ほか、スーパーでの交通安全啓発グッズの配布
などを実施。交通事故防止や自転車のヘルメッ
ト着用などを呼び掛けました。最後に「地域に
密着して活動する人が選ばれる一日署長。念願
だったのでうれしい。交通ルールを守って交通
事故を防止しましょう」と話しました。

てつじさんが一日署長で啓発活動

小
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部
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３
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⻆
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３
年
）
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賞
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月
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日（
土
）
の
「
あ

い
セ
ン
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ー
講
座
」
で
表
彰
し
、
同
日

〜
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日（
火
）、
あ
い
セ
ン
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ー
交
流
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（
西
町
一
丁
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、
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・
Ｔ
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ル
５
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）

で
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。
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男女共同参画社会づくり
図画・ポスターコンクール

　市は、小・中学生に男女共同参画への理解を深めてもらおうと、図画・ポスターコ
ンクールを開催しました。応募数は小学校330点（低学年182点、高学年148点）、
中学校50点の計380点。入賞者は次の皆さんです（敬称略、順不同）。

小学校低学年の部

はるく

前岡　明空（中筋小４年）

最優秀作品

心を結ぼう 男女共同参画社会

伊
藤
　
睦
紀

（
豊
里
小
３
年
）

む
つ  

き

小学校高学年の部

中学生の部

野
間
　
心
遥

（
豊
里
中
３
年
）

こ   

は
る

キャッチフレーズ賞
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「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
現
状
と
支
援
へ
の
視
点
〜
」

立
命
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学
産
業
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会
学
部
教
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緒
さ
ん

シ
リ
ー
ズ
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権
を
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え
る

⑱
第
１
回
人
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ナ
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置
き
配
バ
ッ
グ
と
は
、
留
守
中
で
も

宅
配
物
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、

か
さ
ば
ら
な
い
簡
易
的
な
袋
の
こ
と
。

再
配
達
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
い
、
活

用
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
で
も
受
け
取
り
可
能

　置
き
配
バ
ッ
ク
は
、
通
信
販
売
な
ど

の
配
達
物
が
届
い
た
際
、
留
守
中
や
手

が
離
せ
な
い
場
合
で
も
、
玄
関
先
な
ど

で
の
収
納
に
よ
り
非
対
面
で
受
け
取
り

が
完
了
し
ま
す
。
手
間
が
か
か
ら
ず
、

ス
ペ
ー
ス
の
な
い
場
所
で
も
設
置
可

能
。
バ
ッ
グ
に
は
、
撥
水
加
工
が
施
さ

れ
た
も
の
や
盗
難
防
止
の
鍵
、
ワ
イ

ヤ
ー
付
き
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
貢
献

　置
き
配
バ
ッ
グ
の
使
用
は
再
配
達
の

抑
制
、
配
達
員
の
負
担
軽
減
や
燃
料
消

費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
削
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　令
和
４
年
４
月
、
綾
部
市
環
境
市
民

会
議
は
２
０
０
世
帯
を
対
象
に
置
き
配

バ
ッ
グ
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
置
き
配

バ
ッ
グ
の
使
用
で
、
約
73
㌫
の
再
配
達

削
減
に
つ
な
が
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

量
は
約
81
㌔
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　置
き
配
バ
ッ
グ
を
設
置
す
れ
ば
、
行

動
や
時
間
に
縛
ら
れ
ず
荷
物
を
受
け
取

れ
る
上
に
、
地
球
環
境
の
保
全
に
も
貢

献
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
活
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

環
境
コ
ラ
ム

置
き
配
バ
ッ
グ
で
再
配
達
を
減
ら
そ
う
！

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

　「大
好
き
な
こ
の
土
地
を
、
絶
対
に

廃
村
に
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
で
活

動
を
続
け
て
き
た
」
と
語
る
の
は
、
水

源
の
里
・
古
屋
代
表
の
渡
邉
和
重
さ
ん
。

現
在
２
世
帯
３
人
の
集
落
は
、
府
内
で

も
最
小
で
す
。
水
源
の
里
に
加
入
し
た

平
成
18
年
、
６
世
帯
７
人
だ
っ
た
古
屋

は
限
界
集
落
と
し
て
全
国
で
注
目
さ

れ
、
学
術
研
究
や
観
光
、
後
に
発
足
し

た
住
民
の
生
活
を
支
援
す
る
組
織
「
古

屋
で
が
ん
ば
ろ
う
会
（
秋
山
道
男
・
当

時
会
長
）」
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
、
現
在
で
は
年
間
３
０
０
０
人
が

集
落
を
訪
れ
ま
す
。

　古
屋
で
は
集
落
に
群
生
す
る
８
０
０

本
を
超
す
ト
チ
ノ
キ
か
ら
ト
チ
の
実
を

収
穫
。
ト
チ
も
ち
や
お
か
き
、
あ
ら
れ
、

ク
ッ
キ
ー
な
ど
に
加
工
し
販
売
し
て
い

ま
す
。
渡
邉
さ
ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
味
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
。
今
は
Ｕ

タ
ー
ン
者
が
引
き
継
い
で
生
産
し
て
く

れ
て
い
る
。
集
落
の
未
来
に
希
望
を
託

す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
の

生
活
を
楽
し
く
暮
ら
す

コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

右手２指で頬をつねるようにひねる

今
月
の
手
話

難
し
い
、
で
き
な
い

多くのボランティアに囲まれる代表の渡邉さん（右）とそ
の母・ふじ子さん（中段右）

ボランティア参加者にふるまわれるトチも
ちぜんざい。トチのかすかな苦みと優しい
甘さが特徴

つ
く
る
こ
と
が
相
談
に
つ
な
が
る
土
壌

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
い
て
お
く
な
ど
、
家
族

以
外
の
身
近
で
信
頼
で
き
る
大
人
を
増

や
す
こ
と
が
大
切
」
と
斎
藤
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
最
後
に
「
す
べ
て
の
人
が
人

生
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
「
ケ
ア
」
に

か
か
わ
る
今
、『
ケ
ア
＝
負
担
』
だ
け

で
は
な
く
、
ケ
ア
は
命
を
支
え
る
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
命
と
ケ
ア
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
転
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

夢
を
諦
め
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状

　市
教
育
委
員
会
は
８
月
31
日
、
中
央

公
民
館
で
第
１
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　講
師
の
斎
藤
さ
ん
は
、
男
性
介
護
者

に
か
か
わ
る
調
査
・
研
究
を
す
る
な
か

で
、
子
ど
も
や
若
者
が
家
族
の
ケ
ア

（
介
護
や
世
話
な
ど
）
を
担
っ
て
い
る

実
態
が
あ
る
こ
と
に
注
目
。
手
伝
い
と

は
違
い
、
ケ
ア
を
「
し
な
い
」
選
択
が

で
き
な
い
た
め
に
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
し
た
い
こ
と
や
夢
を
諦
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
自
分
の
人
生
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
現
状
が
課
題

だ
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を

　「ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ
た
子
ど
も
や
若

者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
誰
に
も
相
談
で
き

な
い
、
ま
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な
い
の
が

実
態
。
何
で
も
話
せ
る
関
係
や
場
所
を

水
源
の
里
・

　古 
屋

つながろう

手話
であやべっ子

もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は八田中学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

餅を月に見立てた
「お月見汁」

香り豊かな

「鶏肉とごぼうの混ぜ
ご飯」

まんまる月の形
をした

「お月見ゼリー
」

9月29日(金)「お月見献立」
　混ぜご飯は自分で混ぜるセルフ式。香り豊かなゴ
ボウと旬のキノコや枝豆を使用しています。お月見
汁の餅はジャガイモを原料とした芋餅を浮かべまし
た。もちもち食感がおいしい一品です。

昨年度、環境市民会議がモニター事業で配布した置き配バッグ
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場
所
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あ
や
べ
・
日
東
精

工
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リ
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ナ
（
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民
セ
ン
タ
ー
、

西
町
三
丁
目
）。
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容
／
車
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駅
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ど
。
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参
加
無

料
。

問
障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
４

　F（
42
）８
９
５
３

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
21
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

神
経
系
難
病
相
談

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個

券
を
発
行
し
ま
す
。
購
入
に
は
事

前
申
込
が
必
要
で
す
。

購
入
対
象
・
上
限
／
個
人
（
１
人

３
セ
ッ
ト
ま
で
）
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
（
１
社
10

セ
ッ
ト
ま
で
）。
販
売
額
／
１
セ
ッ

ト
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
を
１

万
円
で
販
売
。
事
前
申
込
／
10
月

27
日（
金
）か
ら
11
月
10
日（
金
）ま

で
の
間
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:

//ayabe-prem
ium
.jp/

）
か
チ

ラ
シ
（
市
内
郵
便
局
と
市
役
所
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
の
窓
口
で
配
布
）
の

往
復
は
が
き
で
。
そ
の
他
／
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に

は
12
月
24
日
ご
ろ
に
引
換
券
を
発

送
し
ま
す
。
使
用
期
間
や
販
売
場

所
、
取
扱
店
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
商
品
券
事
務
局

　☎
０
７
７
３（
54
）９
９
７
１

第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

あ
や
リ
ン
ピ
ッ
ク

　同
実
行
委
員
会
は
、
年
齢
、
性

別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
あ
や
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）10
時
〜
12

時
30
分
（
受
け
付
け
は
９
時
30
分

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
し
込
み
／
11
月
13
日（
月
）〜
24

日（
金
）に
社
会
福
祉
課
へ
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
11
日（
月
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　11
月
９
日（
木
）か
ら
15
日（
水
）

ま
で
「
火
を
消
し
て
　不
安
を
消

し
て
　つ
な
ぐ
未
来
」
を
統
一
標

語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
災
は

少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
、
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防

火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　期
間
中
の
11
月
12
日（
日
）は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
一
斉
点
検

の
日
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

作
動
す
る
よ
う
、
各
家
庭
で
自
主

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

　市
と
綾
部
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
金
）13
時
〜
16

時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁
舎
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川
糸

町
）。
対
象
／
市
内
在
住
で
▽
手

や
足
が
ふ
る
え
る
▽
飲
み
込
み
に

く
い
な
ど
の
症
状
が
続
く
▽
神
経

系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気
や
治

療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す
る

―

人
や
そ
の
家
族
な
ど
。
申
し

込
み
／
10
月
30
日（
月
）〜
11
月
10

日（
金
）に
電
話
で
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
。
申
し
込
み
／
11
月
20

日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）に
、
こ

ど
も
支
援
課
か
各
園
へ
必
要
書
類

を
提
出
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各

園
で
配
布
し
ま
す
。
申
込
時
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類

を
提
出
す
る
場
合
、
園
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ど
も

月
１
日（
金
）に
、
同
園
に
入
園
願

書
を
提
出
。
願
書
は
同
園
と
学
校

教
育
課
で
配
布
。
預
か
り
保
育
が

利
用
で
き
ま
す
。
提
出
時
に
世
帯

全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
保

育
料
／
無
料
。
預
か
り
保
育
／
１

回
２
０
０
円
。「
保
育
の
必
要
性
」

の
認
定
を
受
け
た
人
は
無
料
。
夏

季
保
育
／
同
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
３
２
３

　同
園

　☎（
44
）０
０
１
２

農
業
大
学
校
新
入
学
生

　府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
６

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

試
験
日
／
前
期
＝
令
和
６
年
１
月

12
日（
金
）。
後
期
＝
令
和
６
年
２

月
16
日（
金
）。
試
験
場
所
／
府
立

農
業
大
学
校
（
位
田
町
）。
出
願

資
格
／
高
校
か
中
等
教
育
学
校
の

卒
業
者
（
令
和
６
年
３
月
卒
業
見

込
み
）。
令
和
６
年
４
月
１
日
時

点
で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集
人
数

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
も
の
）
と
書
類
を

提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に
必
要

な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
が
必

要
で
す
。
選
考
／
２
月
中
に
決

定
・
通
知
予
定
。
保
育
料
／
０
〜

２
歳
の
乳
幼
児
は
各
世
帯
の
市
民

税
課
税
額
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と

り
親
世
帯
、
障
害
者
（
児
）
の
い

る
世
帯
、
多
子
世
帯
な
ど
に
対
す

る
減
免・軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

３
〜
５
歳
の
幼
児
は
無
償
（
預
か

り
保
育
、
副
食
費
を
除
く
）。
そ

の
他
／
３
〜
５
歳
の
幼
児
で
認
定

こ
ど
も
園
教
育
部
分
（
１
号
認

定
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接

認
定
こ
ど
も
園
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
２

幼
稚
園
児

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
30
年

４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

申
し
込
み
／
11
月
20
日（
月
）〜
12

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

入
学
支
度
金
を
支
給

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
６
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
市
教

委
が
定
め
る
所
得
要
件―

な
ど
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

／
20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含
む
）。

学
業
期
間
／
２
年
間
（
全
寮
制
）。

受
付
期
間
／
前
期
＝
12
月
１
日

（
金
）〜
13
日（
水
）。
後
期
＝
令
和

６
年
１
月
19
日（
金
）〜
31
日（
水
）。

推
薦
入
学
試
験
／
高
校
、
大
学
、

市
町
村
、
Ｊ
Ａ
等
の
長
の
推
薦
に

よ
る
出
願
が
可
能
。

問
同
大
学
校

　☎（
48
）０
３
２
１

　F（
48
）０
３
２
２

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
５
６
８
人
（
男
１

４
６
５
９
、
女
１
５
９
０
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

７
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

９
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
３
７
５
㌧
（
前
年
比
10
・

７
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
79
㌧
（
同
５
・
９
㌫

減
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〜
）。
場
所
／
あ
や
べ
・
日
東
精

工
ア
リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、

西
町
三
丁
目
）。
内
容
／
車
い
す

駅
伝
競
走
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
。
そ

の
他
／
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無

料
。

問
障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
４

　F（
42
）８
９
５
３

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
21
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

神
経
系
難
病
相
談

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個

券
を
発
行
し
ま
す
。
購
入
に
は
事

前
申
込
が
必
要
で
す
。

購
入
対
象
・
上
限
／
個
人
（
１
人

３
セ
ッ
ト
ま
で
）
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
法
人
（
１
社
10

セ
ッ
ト
ま
で
）。
販
売
額
／
１
セ
ッ

ト
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
を
１

万
円
で
販
売
。
事
前
申
込
／
10
月

27
日（
金
）か
ら
11
月
10
日（
金
）ま

で
の
間
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:

//ayabe-prem
ium
.jp/

）
か
チ

ラ
シ
（
市
内
郵
便
局
と
市
役
所
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
の
窓
口
で
配
布
）
の

往
復
は
が
き
で
。
そ
の
他
／
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に

は
12
月
24
日
ご
ろ
に
引
換
券
を
発

送
し
ま
す
。
使
用
期
間
や
販
売
場

所
、
取
扱
店
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
商
品
券
事
務
局

　☎
０
７
７
３（
54
）９
９
７
１

第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

あ
や
リ
ン
ピ
ッ
ク

　同
実
行
委
員
会
は
、
年
齢
、
性

別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
あ
や
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）10
時
〜
12

時
30
分
（
受
け
付
け
は
９
時
30
分

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
し
込
み
／
11
月
13
日（
月
）〜
24

日（
金
）に
社
会
福
祉
課
へ
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
11
日（
月
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　11
月
９
日（
木
）か
ら
15
日（
水
）

ま
で
「
火
を
消
し
て
　不
安
を
消

し
て
　つ
な
ぐ
未
来
」
を
統
一
標

語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
災
は

少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
、
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防

火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　期
間
中
の
11
月
12
日（
日
）は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
一
斉
点
検

の
日
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

作
動
す
る
よ
う
、
各
家
庭
で
自
主

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

　市
と
綾
部
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
金
）13
時
〜
16

時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁
舎
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川
糸

町
）。
対
象
／
市
内
在
住
で
▽
手

や
足
が
ふ
る
え
る
▽
飲
み
込
み
に

く
い
な
ど
の
症
状
が
続
く
▽
神
経

系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気
や
治

療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す
る

―

人
や
そ
の
家
族
な
ど
。
申
し

込
み
／
10
月
30
日（
月
）〜
11
月
10

日（
金
）に
電
話
で
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
。
申
し
込
み
／
11
月
20

日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）に
、
こ

ど
も
支
援
課
か
各
園
へ
必
要
書
類

を
提
出
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各

園
で
配
布
し
ま
す
。
申
込
時
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類

を
提
出
す
る
場
合
、
園
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ど
も

月
１
日（
金
）に
、
同
園
に
入
園
願

書
を
提
出
。
願
書
は
同
園
と
学
校

教
育
課
で
配
布
。
預
か
り
保
育
が

利
用
で
き
ま
す
。
提
出
時
に
世
帯

全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
保

育
料
／
無
料
。
預
か
り
保
育
／
１

回
２
０
０
円
。「
保
育
の
必
要
性
」

の
認
定
を
受
け
た
人
は
無
料
。
夏

季
保
育
／
同
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
３
２
３

　同
園

　☎（
44
）０
０
１
２

農
業
大
学
校
新
入
学
生

　府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
６

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

試
験
日
／
前
期
＝
令
和
６
年
１
月

12
日（
金
）。
後
期
＝
令
和
６
年
２

月
16
日（
金
）。
試
験
場
所
／
府
立

農
業
大
学
校
（
位
田
町
）。
出
願

資
格
／
高
校
か
中
等
教
育
学
校
の

卒
業
者
（
令
和
６
年
３
月
卒
業
見

込
み
）。
令
和
６
年
４
月
１
日
時

点
で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集
人
数

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
も
の
）
と
書
類
を

提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に
必
要

な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
が
必

要
で
す
。
選
考
／
２
月
中
に
決

定
・
通
知
予
定
。
保
育
料
／
０
〜

２
歳
の
乳
幼
児
は
各
世
帯
の
市
民

税
課
税
額
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と

り
親
世
帯
、
障
害
者
（
児
）
の
い

る
世
帯
、
多
子
世
帯
な
ど
に
対
す

る
減
免・軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

３
〜
５
歳
の
幼
児
は
無
償
（
預
か

り
保
育
、
副
食
費
を
除
く
）。
そ

の
他
／
３
〜
５
歳
の
幼
児
で
認
定

こ
ど
も
園
教
育
部
分
（
１
号
認

定
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接

認
定
こ
ど
も
園
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
２

幼
稚
園
児

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
30
年

４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

申
し
込
み
／
11
月
20
日（
月
）〜
12

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

入
学
支
度
金
を
支
給

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
６
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
市
教

委
が
定
め
る
所
得
要
件―

な
ど
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

／
20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含
む
）。

学
業
期
間
／
２
年
間
（
全
寮
制
）。

受
付
期
間
／
前
期
＝
12
月
１
日

（
金
）〜
13
日（
水
）。
後
期
＝
令
和

６
年
１
月
19
日（
金
）〜
31
日（
水
）。

推
薦
入
学
試
験
／
高
校
、
大
学
、

市
町
村
、
Ｊ
Ａ
等
の
長
の
推
薦
に

よ
る
出
願
が
可
能
。

問
同
大
学
校

　☎（
48
）０
３
２
１

　F（
48
）０
３
２
２

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
５
６
８
人
（
男
１

４
６
５
９
、
女
１
５
９
０
９
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

７
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

９
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
３
７
５
㌧
（
前
年
比
10
・

７
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
79
㌧
（
同
５
・
９
㌫

減
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子
対

象
。
定
員
５
組
。
参
加
費
１
人
４

０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

11
月
22
日（
水
）■時 

９
時
30
分
〜
12
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場  

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
菊
花
展

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

※
４
日
は
16
時
ま
で

■問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

祝
文
化
庁
京
都
移
転

第
71
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

■日 

作
品
展
＝
11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

■時 

９
時
〜
18
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

■日 

芸
能
発
表
会
＝
11
月
５
日（
日
）

■時 

12
時
30
分
〜
17
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

☎（
42
）０
８
５
８

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂
☎
F（
48
）１
０
０
０

第
７
回
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）

■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

京
都
ジ
ョ
ブ
博
「
福
知
山
・
綾

部
合
同
就
職
フ
ェ
ア
」

■日 

11
月
10
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
知
山
市
厚
生
会
館（
福
知
山
市
）

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

第
65
回
全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会

■日 

11
月
11
日（
土
）■時 

13
時
30
分
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　F（
43
）０
９
９
１

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 

11
月
12
日（
日
）■時 

７
時
〜
15
時

■場 

建
田
宝
永
講
社
殿
（
佃
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑
（
本
宮
町
）

※

17
日
は
日
没
〜

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

山
家
も
み
じ
祭
り

■日 

11
月
19
日（
日
）■時 

10
時
〜
14
時
30
分

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
振
興
会
☎（
46
）０
３
４
５

文
化
庁
京
都
移
転
記
念
事
業
〜
お
や
こ

で
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
茂
山
狂
言
鑑
笑
会

■日 

11
月
25
日（
土
）■時 

14
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■申
■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

11
月
１
、15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

11
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

育
児
相
談

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日 

11
月
７
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

観
光
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
９
日（
木
）、
24
日（
金
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

空
き
家
相
談
会

■日 

11
月
９
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

11
月
10
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

人
権
相
談

■日 

11
月
10
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

11
月
15
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

11
月
16
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

11
月
17
日（
金
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

行
政
相
談

■日 

11
月
20
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
22
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜

　12
月
１
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目 

☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
子
ど
も
の
支
援
に
》

堀
義
典
（
青
野
町
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

藤
聖
子
（
天
神
町
） 

３
万
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

《
災
害
支
援
に
》 

８
件
　
　99
万
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
３
８
件
　
　

 

９
２
４
万
７
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488  観光協会F（42）8514【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長
■時 

19
時
ま
で

墓石・庭石・神社関係・住宅関係・墓地管理
石のことなら何でもご相談下さい

623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
カ
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子
対

象
。
定
員
５
組
。
参
加
費
１
人
４

０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

11
月
22
日（
水
）■時 

９
時
30
分
〜
12
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場  

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
菊
花
展

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

※
４
日
は
16
時
ま
で

■問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

祝
文
化
庁
京
都
移
転

第
71
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

■日 

作
品
展
＝
11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

■時 

９
時
〜
18
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

■日 

芸
能
発
表
会
＝
11
月
５
日（
日
）

■時 

12
時
30
分
〜
17
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

☎（
42
）０
８
５
８

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂
☎
F（
48
）１
０
０
０

第
７
回
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）

■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

京
都
ジ
ョ
ブ
博
「
福
知
山
・
綾

部
合
同
就
職
フ
ェ
ア
」

■日 

11
月
10
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
知
山
市
厚
生
会
館（
福
知
山
市
）

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

第
65
回
全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会

■日 

11
月
11
日（
土
）■時 

13
時
30
分
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　F（
43
）０
９
９
１

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 

11
月
12
日（
日
）■時 

７
時
〜
15
時

■場 

建
田
宝
永
講
社
殿
（
佃
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑
（
本
宮
町
）

※

17
日
は
日
没
〜

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

山
家
も
み
じ
祭
り

■日 

11
月
19
日（
日
）■時 

10
時
〜
14
時
30
分

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
振
興
会
☎（
46
）０
３
４
５

文
化
庁
京
都
移
転
記
念
事
業
〜
お
や
こ

で
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
茂
山
狂
言
鑑
笑
会

■日 

11
月
25
日（
土
）■時 

14
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■申
■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

11
月
１
、15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

11
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

育
児
相
談

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日 

11
月
７
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

観
光
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
９
日（
木
）、
24
日（
金
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

空
き
家
相
談
会

■日 

11
月
９
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

11
月
10
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

人
権
相
談

■日 

11
月
10
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

11
月
15
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

11
月
16
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

11
月
17
日（
金
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

行
政
相
談

■日 

11
月
20
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
22
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜

　12
月
１
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目 

☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
子
ど
も
の
支
援
に
》

堀
義
典
（
青
野
町
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

藤
聖
子
（
天
神
町
） 

３
万
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

《
災
害
支
援
に
》 

８
件
　
　99
万
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
３
８
件
　
　

 

９
２
４
万
７
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488  観光協会F（42）8514【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長
■時 

19
時
ま
で
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地
域
に
根
付
く
ま
ち
の
放
送
局

　同
局
は
、
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
「
エ

フ
エ
ム
あ
や
べ
（
井
関
悟
社
長
）」
が

運
営
し
、
平
成
10
年
４
月
17
日
に
府
内

３
番
目
、
府
北
部
で
は
初
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
局
と
し
て
開
局
し

ま
し
た
。
放
送
す
る
番
組
は
▽
朝
の
通

勤
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
た
情
報
番
組
▽

懐
か
し
い
歌
謡
曲
を
特
集
す
る
音
楽
番

組
▽
身
近
な
ま
ち
の
話
題
を
取
材
し
紹

介
す
る
「
い
か
る
街
角
ニ
ュ
ー
ス
」▽

地
域
の
ゲ
ス
ト
が
登
場
す
る
「
情
報

キ
ャ
ッ
チ
！
と
れ
た
て
ワ
イ
ド
７
６

３
」―

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
市
民

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
地
域
密
着
の

放
送
を
続
け
て
い
ま
す
。

災
害
時
役
立
つ
防
災
ラ
ジ
オ
を
販
売
中

　同
局
は
災
害
時
の
報
道
も
担
い
ま

す
。
８
月
の
台
風
７
号
で
は
、
避
難
情

報
な
ど
を
き
め
細
か
く
提
供
。
被
災
現

場
か
ら
の
中
継
レ
ポ
ー
ト
や
ド
ロ
ー
ン

で
の
現
場
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　エ
フ
エ
ム
あ
や
べ
は
、
災
害
情
報
の

入
手
に
役
立
つ
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
緊
急
時
な
ど
に
自
動

で
電
源
が
入
り
、
最
大
音
量
で
情
報
が

流
れ
ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
社
☎（
42
）９
９
８
８
へ
。

地域と人をつなぐコミュニティーラジオ
FMいかる―76.3MHzFMいかる―76.3MHz

　今回の情報すくらんぶるは、開局25周年を迎えた
ＦＭいかるを紹介します。

平常時は、ＦＭいかるを含む３局の放送が
聴ける防災ラジオ

10月１日のあやべ産業まつりでは、特設スタジオを設置。
ゲストを招いてのトークなど、会場アナウンスを行いま
した井関悟社長

身近な人が出演するのが、コ
ミュニティーラジオの魅力で
す。講演会や市議会などの録
音放送なども行っていますの
で、ぜひお聴きください。


